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福祉教育

福祉教育を通して取り組めるSDGｓ

体験
する

　　　　　障がいサポーター養成講座
【内容】
・さまざまな障がいの特性を知る 
・見ない・聞かない・話さない人たちで
　新しいコミュニケーションに 挑戦！
・白杖や車いすを使っている人の介助をしてみる 
・当事者の方のお話を聞いてみる
・手話を使って簡単な挨拶を学ぶ 
・パラスポーツに挑戦！ （ボッチャ）
・お身体の不自由な方・ご高齢の方を
　サポートする車の実車体験をする
　(福祉車両乗車体験) 
・知的障害のことを教えて（体験してみる） 

福祉教育の実施

ボッチャ

・学習の目標・開催時期
・参加人数・時間等
学生に伝えたいことや、興味があること等を
お伝えください。
可能な限りご要望に応じた、プログラムの内容
を調整いたします。

福祉教育の流れ

【内容】コミュニケーションのポイント
を意識することで、外国の方やこども や
高齢者 、障害がある方 など、多くの人に
とって "やさしい" コミュニケーションと
なる「やさしい日本語」を学びます
　（例）避難してください
　　　→逃げてください

【内容 】
・車いすユーザーのお話
・車いすの介助方法
・車いす体験

中央区社会福祉協議会

ヘルプマークって？

中央区社会福祉協議会の

障がいって？

認知症って？

【内容 】
・動画や、講座で学ぶ
・ヘルプカードって知ってる？
・ヘルプマークを付けて
　いる人が困っていたらどうする？

認知症サポーター養成講座
【内容】
・認知症ってどんな症状？
・どう対応したらいい？
・認知症とは？
・認知症の方への接し方
・認知症サポーターとは

〒651-8570　神戸市中央区東町115番地
　TEL078-335-7511 （代）
　info@chuou-shakyo.or.jp

本会では、企業・学校・地域住民が自分の暮らす町に関心をもち、生きづらさ
を抱える人の理解や、地域にある生活・福祉課題への理解を図り、誰もが安心
して暮らせる”まちづくり”のために、福祉教育の提供に取り組んでいます

外国にルーツを
持つ方のために

当会インスタ
二次元コード

R8.3作成

感想文やワークシート
で振り返るとともに、
一緒に学んだ仲間同士
で
意見交換をするなど学
習を深めます。

インスタで日々の事業や
地域の活動情報を発信中！

地域共生社会を目指す

いつでも、社協にお問い合わせください

ご相談 まとめ

共同募金とは

【内容】
・共同募金のしくみは？
・集まったお金はどうしてるの？

社会福祉法人 神戸市社会福祉協議会

車いす体験

高齢者疑似体験
高齢者の生活や体の変化について
学び、やさしい気持ちを育みます
【内容 】
 ・高齢者疑似体験
 ・思いやりについて考える

福祉教育deツナガル

※講師派遣費用は区社協
　で負担いたします

地域のお宝を
見つけよう！

【内容】
地域にある資源（みんなが安心して
くらすために役に立っている
人・場所・もの・活動のこと）を
調べて、地域のために自分たちが
できることを考えます



中央区社会福祉協議会 福祉教育 de ツナガル 

申請書 

 学校名   

担当教員名   

電話番号   

メールアドレス   

 希望プログラム 
  （タイトル名） 

  
  
  

日時【第１希望】 月     日（   ）     時      分 ～      時      分 まで 

日時【第２希望】 月     日（   ）     時      分 ～      時      分 まで 

日時【第３希望】 月     日（   ）     時      分 ～      時      分 まで 

人数        
 

学年  

実施会場 

（住所） 

  

中央区 
                          ※ 駐車場の有無：  有    ・   無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申し込み後の流れ】 

① 申込み受付後、区社協より担当教員へ連絡いたします。学習の目標や学生に伝えたいこと 

興味があること等を伺います。 

② 講師の調整が完了後、区社協より担当教員へ連絡いたします。 

【お問い合わせ】 

神戸市中央区東町 115 番地 神戸市中央区役所５階 中央区社会福祉協議会 
TEL：078-335-7511（代）  FAX：078-333-4421 

MAIL：info@chuou-shakyo.or.jp 
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